
� � � � � � � � (旬刊5ノ日発行)�����������������������
環
境
省
は
十
月
二
十
二

日
、
東
京
・
渋
谷
区
の
国
連

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

大
学
ウ
・
タ
ン
ト
国
際
会
議

場
で
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｗ
ａ

ｔ
ｅ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
サ
ミ

ッ
ト
」
を
国
連
大
学
サ
ス
テ

イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所

（
竹
本
和
彦
所
長
）
、
Ｃ
Ｄ

Ｐ
（
国
際
的
非
営
利
団
体
）

と
共
同
で
開
催
し
た
。
Ｔ
Ｏ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
気
候
変

Ｔ
Ｏ
㈱
や
積
水
化
学
工
業
㈱

が
協
力
し
、
企
業
に
よ
る
健

全
な
水
環
境
・
水
循
環
へ
の

取
り
組
み
促
進
向
け
て
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
繰
り
広
げ
た
。

同
サ
ミ
ッ
ト
は
昨
年
八
月

一
日
の
「
水
の
日
」
に
発
足

動
や
生
物
多
様
性
の
損
失
と

い
っ
た
人
類
共
通
の
課
題
の

解
決
に
向
け
た
道
筋
を
世
界

に
示
し
、
社
会
の
仕
組
み
や

価
値
観
の
変
化
を
含
む
循
環

共
生
型
社
会
の
契
機
と
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
東
京
都
市
圏
（
東
京

都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神

奈
川
県
）
は
主
要
先
進
国
一

国
の
経
済
規
模
に
匹
敵
し
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
・

更
新
な
ど
が
大
量
に
見
込
ま

し
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
開
催
。

健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回

復
を
め
ざ
し
、
同
省
が
提
案

す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｗ
ａ
ｔ

ｅ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
に
賛
同

す
る
企
業
や
地
方
公
共
団
体

の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
。

れ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
都
市

へ
の
取
り
組
み
や
優
秀
な
環

境
技
術
を
世
界
へ
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

こ
の
た
め
同
省
は
昨
年
八

月
に
「
二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
大
会
を
契
機
と
し
た
環

境
配
慮
の
推
進
に
つ
い
て
」

を
ま
と
め
た
。
同
懇
談
会
で

は
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
・
拡

大
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

と
連
携
し
て
東
京
都
市
圏
に

お
け
る
多
彩
な
環
境
対
策
を

推
進
し
て
い
く
。
民
間
事
業

者
に
よ
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
優
良

ま
た
Ｃ
Ｄ
Ｐ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
共
同
開
催
す
る
こ
と
で
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
の
水
リ
ス
ク

事
例
を
積
極
的
に
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
環
境
面
で
取
り

組
む
べ
き
方
向
性
を
明
示
す

る
方
針
だ
。

初
会
合
で
は
冒
頭
、
三
好

信
俊
同
省
総
合
環
境
政
策
局

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
関

係
企
業
・
団
体
と
緊
密
に
連

携
し
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
協
力
を
求
め
た
。

ま
た
座
長
に
選
出
さ
れ
た
大

西
氏
が
「
東
京
五
輪
を
で
き

る
だ
け
良
い
状
況
で
開
催
す

る
た
め
に
日
本
の
知
恵
が
試

さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
活

発
な
論
議
を
促
し
た
。

同
省
が
九
月
に
打
ち
出
し

た
東
京
都
市
圏
に
お
け
る
環

境
対
策
の
モ
デ
ル
分
析
方
針

で
は
対
策
効
果
と
経
済
へ
の

影
響
を
既
存
の
複
数
モ
デ
ル

を
連
携
さ
せ
て
定
量
的
に
分

析
す
る
。
東
京
湾
臨
海
部
で

は
緑
地
の
有
無
や
風
の
流
れ

方
な
ど
を
把
握
す
る
。

導
入
を
想
定
す
る
環
境
対

策
技
術
の
う
ち
地
球
温
暖
化

分
野
の
家
庭
・
業
務
部
門
で

は
高
断
熱
住
宅･

建
築
物(

新

築
・
既
築
改
修
）
、
高
効
率

空
調
、
高
効
率
給
湯
（
Ｃ
Ｏ

２
冷
媒
Ｈ
Ｐ
給
湯
器
、
潜
熱

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
関
す

る
認
識
を
深
め
た
。

当
日
は
関
連
企
業
な
ど
約

三
百
名
が
参
加
。
平
口
洋
環

境
副
大
臣
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
水
が
有
限
で
重
要

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
、
本
サ
ミ
ッ
ト
を
き
っ

か
け
に
自
主
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
続
い
て
竹
本
所

長
、
ケ
イ
ト
・
ラ
ム
Ｃ
Ｄ
Ｐ

ウ
ォ
ー
タ
ー
部
門
代
表
が
あ

い
さ
つ
し
た
。

回
収
型
給
湯
器
、
燃
料
電

池
、
太
陽
熱
温
水
器
、
高
効

率
ボ
イ
ラ)

、高
効
率
照
明
、

高
効
率
家
電
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
都
市
コ
ン
パ
ク

ト
化
に
伴
う
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
、
コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
高

効
率
熱
電
併
給
、
産
業
部
門

で
は
業
種
横
断
省
エ
ネ
技
術

（
高
効
率
空
調
、
産
業
用
照

明
、
低
炭
素
工
業
炉
、
産
業

用
モ
ー
タ
、
高
性
能
ボ
イ

ラ
）
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
部

門
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
発
電
（
太
陽
光
・
風
力
発

電
）
、
系
統
電
力
の
低
炭
素

化
（
再
エ
ネ
、
原
子
力
、
Ｃ

Ｃ
Ｓ
火
力
）
、
ご
み
焼
却
拠

点
の
集
約
化
に
伴
う
廃
棄
物

発
電
の
高
効
率
化
な
ど
が
評

価
・
検
証
の
対
象
と
な
る
。

ま
た
物
質
循
環
分
野
で
は

建
築
物
の
長
寿
命
化
、
製
鉄

産
業
な
ど
の
地
域
再
生
資
源

利
用
、
廃
棄
物
回
収
の
分
別

率
・
再
利
用
率
の
増
加
、
大

気
環
境
（
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
）
分
野
で
は
透
水
性
・
保

水
性
舗
装
、
屋
上
緑
化
、
建

物
排
熱
削
減
な
ど
の
対
策
効

果
を
検
討
す
る
。

こ
の
あ
と
小
林
正
明
同
省

地
球
環
境
審
議
官
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ア
ン
ブ
ロ
ウ
ス
Ｎ
Ｂ

Ｉ
Ｍ
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
年

金
基
金
）
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク

事
業
代
表
、
二
村
英
介
同
省

水
環
境
課
長
、
福
士
謙
介
東

京
大
学
国
際
高
等
研
究
所
教

授
ら
が
講
演
。
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
猿
渡
辰

彦
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
㈱
副
社
長
、
藤

井
重
樹
積
水
化
学
工
業
㈱
執

行
役
員
ら
が
活
発
に
意
見
交

換
し
た
。
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������������
環
境
省
は
十
月
二
十
九
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
神
保
町
プ
レ
ミ

ア
ム
ガ
ー
デ
ン
で
第
一
回
「
持
続
可
能
な
東
京
都
市
圏
づ
く
り
に
関
す
る
懇
談
会
」
（
座
長
・
大
西
隆
日
本
学
術

会
議
会
長
）
を
開
催
し
た
。
二
○
二
○
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
東
京
都
市

圏
で
取
り
組
む
環
境
対
策
を
検
討
す
る
。
地
球
温
暖
化
な
ど
の
分
野
で
高
効
率
設
備
や
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
環
境
技
術
を
検
証
し
、
全
世
界
に
発
信
し
て
い
く
。
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平口副大臣

大西座長三好局長

環境省懇談会が初会合

国連大学に300名集う
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